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ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
や
各
種
ス

ポ
ー
ツ
事
業
な
ど
を
行
う
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼�

要
件
　
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
、

満
20
歳
以
上
で
町
内
在
住
、
在
勤

の
方
。
町
の
ス
ポ
ー
ツ
健
康
事
業

に
参
画
す
る
意
欲
が
あ
り
、
熱
意

を
持
っ
て
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と

が
で
き
る
方
。

▼
主
な
活
動
行
事

　

　�

ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
、
大
磯
チ
ャ
レ

ン
ジ
フ
ェ
ス
タ
、
大
磯
一
周
駅
伝

大
会
、
湘
南
国
際
マ
ラ
ソ
ン
ほ
か

▼
任
期
　
４
月
１
日
か
ら
２
年

▼
募
集
人
数
　
若
干
名

▼
受
付
期
間

　１
月
４
日
（
月
）～

　
１
月
29
日
（
金
）

▼�

提
出
書
類
　
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
提
出
。
郵
送
可
。

応
募
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼�

そ
の
他
　
受
付
期
間
終
了
後
、
面

接
日
時
を
連
絡
し
ま
す
。
詳
細
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
内
線
３
２
４

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
公
開
抽
選
は
開
催
し
ま
せ

ん
。）
結
果
の
確
定
は
、
３
月
15
日

（
月
）
以
降
と
な
り
ま
す
。
抽
選
の

有
無
は
２
月
24
日（
水
）ま
で
に
通
知
。

※�

申
込
書
は
、
産
業
観
光
課
窓
口
、

国
府
支
所
の
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

※�

詳
細
は
、
お
電
話
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

問
産
業
観
光
課
　
　
☎
内
線
２
６
３

　

�
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▼
応
募
条
件

　
①�

本
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

　�

②�

通
年
、
農
園
作
業
に
従
事
で
き
、

適
正
に
区
画
及
び
そ
の
周
り
を

管
理
で
き
る
方

　
③�

現
在
、
町
の
他
の
市
民
農
園
を

利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
（
3
月

31
日
で
利
用
期
間
が
切
れ
る
方

は
応
募
で
き
ま
す
。）

　
④
１
世
帯
１
区
画
の
み

▼
募
集
農
園
名
と
予
定
区
画
数

　
東
中
道
（
西
小
磯
）　
１
０
４

　
諏
訪
ノ
下
（
生
沢
）
20

　
南
堀
込
（
国
府
新
宿
）
50

▼
利
用
面
積

　
約
20
㎡

▼
利
用
期
間

　
約
１
年
（
最
長
期
間
は
３
年
）

▼
年
間
利
用
料

　
２
，
０
０
０
円

▼
利
用
開
始
予
定

　

　
４
月
中
旬

▼
募
集
期
間

　�

２
月
１
日
（
月
）
～
２
月
15
日
　

（
月
）

▼
応
募
方
法

　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
産
業
観
光
課
ま
た
は
国

府
支
所
に
提
出
、
も
し
く
は
メ
ー
ル

に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
担
当

課
で
抽
選
を
実
施
。（
今
回
は
新
型

　た
く
さ
ん
の
仲
間
と
楽
し
い
ク
ラ

ブ
活
動
を
し
て
生
き
が
い
を
み
つ
け

ま
せ
ん
か
？

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
現
代
の

超
高
齢
社
会
の
中
で
大
変
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
務
局
の
中
野
秀
さ
ん
（
87
歳
）
に
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
つ
い
て
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

◎�

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
を
基
盤

と
し
た
高
齢
者
の
自
主
的
組
織
で

す
。
加
入
年
齢
は
お
お
む
ね
60
歳
以

上
、
30
人
以
上
の
規
模
で
組
織
さ
れ

て
お
り
、
現
在
町
内
に
は
12
ク
ラ
ブ
、

７
１
８
人
の
会
員
が
い
ま
す
。
健
康
、

友
愛
、
奉
仕
を
柱
に
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

◎
活
動
の
様
子
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
仲
間
と
一
緒
に
、
ス
ポ
ー
ツ
、
趣

味
、
旅
行
、
歌
、
学
習
な
ど
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
へ
の
声
掛
け
等
を
す
る

友
愛
活
動
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

社
会
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
活
動
も

多
く
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
が
未

経
験
の
方
で
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
16
日
（
水
）、全
国
統
一
「
社

会
奉
仕
の
日
」
に
環
境
美
化
活
動
の

一
環
と
し
て
、
国
道
1
号
沿
い
や
公

道
、
公
共
施
設
の
敷
地
内
を
清
掃
し

ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
が
地
域
社
会
へ
の
感
謝
を
示
す
活

動
で
も
あ
り
ま
す
。
当
日
は
全
12
ク

ラ
ブ
、
１
３
２
名
が
参
加
。
地
域
の

方
々
よ
り
お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

地
域
の
担
い
手
と
し
て
今
後
の
活
動

の
活
力
に
も
な
り
ま
し
た
。

◎
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
す
る
に
は
？

　
ま
ず
は
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）。
他
の
地
域
か
ら

転
入
し
て
来
ら
れ
る
方
々
に
対
し
て
、

慣
れ
な
い
地
域
で
孤
立
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、「
転
居
者
を
温
か
く
迎

え
る
運
動
」
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

問
事
務
局

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　（
61
）
４
５
４
６

　
福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
５

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
募
集

 

市
民
農
園
利
用
者
を
募
集
し
ま
す

大
磯
町
老
人
ク
ラ
ブ
を

紹
介
し
ま
す

大
磯
駅

県立
おおいそ学園

城山トンネル

白岩神社国府
支所

国府
小学校

大磯中学校 町
役
場

大
磯
運
動
公
園

城山公園

国道
1号

大磯警察署

諏訪ノ下農園
（生沢）

南堀込農園
（国府新宿）

東中道農園
（西小磯）

生沢
プール
跡地
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入
力
す
る
と
、
該
当
す
る
新
し
い
本
を
毎

週
メ
ー
ル
で
通
知
し
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ロ
グ
イ
ン
後
、
マ
イ
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
設
定
で
き
ま
す
。

●「
本
の
発
見
」検
索
機
能
：「
お
い
し
い

カ
レ
ー
の
作
り
方
」な
ど
、
文
章
を
入
力

す
る
と
関
連
し
た
本
の
検
索
が
で
き
ま
す
。

●
検
索
条
件
設
定
機
能
：
検
索
・
予
約
を

す
る
時
の
初
期
表
示
を
変
更
で
き
ま
す
。

第
19
回

　
大
磯
図
書
館
ま
つ
り
報
告

　
11
月
６
日
（
金
）～
８
日
（
日
）
に
開

催
し
た
第
19
回
大
磯
図
書
館
ま
つ
り
に
は
、

１
４
０
人
の
来
場
者
が
あ
り
、
い
そ
ち
ゃ

ん
募
金
は
２
２
，
０
２
６
円
の
ご
協
力
が

あ
り
ま
し
た
。
大
磯
図
書
館
ま
つ
り
実
行

委
員
会
で
は
、
こ
の
募
金
で
児
童
書
を
購

入
し
、
図
書
館
に
寄
贈
す
る
予
定
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

丑
年
生
ま
れ
の

作
家
・
著
名
人
特
集

　
今
年
は
丑
年
で
す
。
図
書
館
で
は
、
丑

年
生
ま
れ
の
作
家
・
著
名
人
の
作
品
を
特

集
し
て
、
本
の
展
示
・
貸
出
し
を
行
い
ま

す
。
年
明
け
は
家
で
じ
っ
く
り
読
書
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

定
期
購
読
し
て
い
る
雑
誌
を

ご
寄
贈
く
だ
さ
い

　
図
書
館
で
は
、
様
々
な
分
野
の
雑
誌
を

提
供
す
る
た
め
、
雑
誌
を
寄
贈
し
て
く
だ

さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼�

対
象
　
本
館
ま
た
は
分
館
に
、
現
在
刊

行
中
の
雑
誌
を
継
続
し
て
一
年
間
以
上

寄
贈
し
て
い
た
だ
け
る
方

▼�

寄
贈
方
法
　
週
刊
誌
は
、
発
売
日
の
翌

日
、
月
刊
誌
等
は
発
売
日
か
ら
10
日
以

内
に
本
館
ま
た
は
分
館
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

▼�

雑
誌
の
内
容
　
図
書
館
の
蔵
書
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
も
の
（
要
相
談
）

新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。
子
ど
も
用
・
テ
ィ
ー
ン
ズ
用
ペ
ー

ジ
の
開
設
な
ど
、
新
た
な
機
能
を
追
加
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の一部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
機
能
：
興
味
の
あ
る

作
者
や
ジ
ャ
ン
ル
な
ど
を
任
意
に
選
択
・

　
こ
の
ほ
か
、
各
閣
僚
の
寄
書
き
も
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
吉
田
は
、
次
の
漢
詩
を

寄
せ
ま
し
た
。

和
議
盟
成
金
門
夕

　（
わ
ぎ
め
い
な
る
き
ん
も
ん
の
ゆ
う
）

孤
鴻
直
還
品
海
晨

　�（
こ
こ
う
た
だ
ち
に
か
え
る
ひ
ん
か
い

の
し
ん
）

【
意
訳
】
講
和
条
約
を
結
び
、
夕
暮
れ
の

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
出
発
し
た
。
た
だ

一
人
、
明
け
方
に
東
京
湾
へ
帰
る
。

　「
金
門
」
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
の
こ
と
で
、「
品
海
」

は
東
京
湾
を
指
し
ま
す
。
講
和
条
約
締
結

の
際
の
心
情
を
表
し
た
、
吉
田
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
詩
で
す
。
吉
田
は
同
じ
詩
を
掛
軸
に

仕
立
て
て
、
西
小
磯
地
区
に
贈
り
ま
し
た
。

現
在
、
旧
吉
田
茂
邸
の
応
接
間
棟
２
階
に
、

こ
の
掛
軸
の
複
製
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

新
収
蔵
資
料
の
ご
紹
介

　
郷
土
資
料
館
で
は
、
吉
田
茂
に
関
す
る

様
々
な
資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、新
し
く
収
集
し
た
資
料
の
う
ち
、『
吉

田
内
閣
と
講
和
記
念
写
真
帖
』
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
こ
の
写
真
帖
は
、
昭
和
26
年
（
１
９
５

１
年
）
９
月
に
締
結
し
た
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
講
和
条
約
を
記
念
し
て
作
成
さ
れ

た
も
の
で
す
。
発
行
所
は
「
聯
合
寫
眞
通

信
社
」
と
あ
り
、
同
社
は
第
５
次
吉
田
内

閣
の
記
念
写
真
帖
も
刊
行
し
て
い
ま
す
。

奥
付
に
は
「
非
売
品
」
と
書
か
れ
て
お
り
、

一
部
の
関
係
者
に
配
ら
れ
た
も
の
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　
写
真
帖
に
は
、
条
約
締
結
当
時
の
第
３

次
吉
田
内
閣
の
紹
介
と
と
も
に
、
講
和
会

議
に
赴
い
た
全
権
団
の
メ
ン
バ
ー
や
会
議

の
日
程
な
ど
の
詳
細
の
ほ
か
、
講
和
会
議

の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

図　書　館　問・ 　☎（61）3002
　　　　　　休館日　１／１〜４・７・12・18・25
郷土資料館　問・ 　☎（61）4700
　　　　　　休館日　１／１〜５・12・18・25

　
人
間
は
誰
だ
っ
て
、
い
つ
だ
っ
て
、
悩

ん
で
し
ま
う
。
だ
っ
た
ら
、
悩
み
と
の
付

き
合
い
方
を
一
緒
に
考
え
よ
う
。『
ビ
タ

ミ
ン
Ｆ
』
で
直
木
賞
を
受
賞
し
た
作
家

が
、
思
春
期
真
っ
只
中
の
中
高
生
の
気
持

ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
答
え
を
導
き
出
し

て
い
く
。
自
分
自
身
を
振
り
返
っ
て
み
る

の
も
よ
し
、
渦
中
の
お
子
さ
ん
を
抱
え
て

い
る
人
が
参
考
の
た
め
に
読
む
の
も
よ
し
。

パ
ー
ト
２
あ
り
。

▲吉田が寄せた漢詩 ▲講和会議の写真

♯
い
そ
ち
ゃ
ん

お
す
す
め
の
一
冊

みんなのなやみ

重松　清／著　
イースト・プレス

いそちゃん


